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あなたのお好きなストロークを選んでください！

「心の復興ストローク」日めくりカレンダー
　「ストロークカレンダー」（日めくり31枚）を作成するに当たり、皆様から標語を募集しておりましたが、多くの方々か

ら244首もの作品が寄せられました。どれも素晴らしい標語ばかりですが、その中から東北支部の年次大会運営委員の

皆様により60首が第一次選考作品として選ばれました。

　この60首の中から、会員の皆様の投票により31首を選び、「心の復興ストロークカレンダー」（日めくり）に載せるこ

とになります。

　どうぞ皆様の心に触れた「ストローク」標語を10首お選びください。同封の応募用紙にご記入の上、FAXしてください。

皆様の投票で素晴らしい「ストロークカレンダー」を作成し、被災者に贈りましょう。

　皆様から選んでいただいた「ストロークカレンダー」は、第35回年次大会（東北）の会場で発表されます。
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５２がんばっぺ！千里の道も 一歩から

疲れたら休んでいいんだよ

東北に花を咲かそう みんなの力で

涙は心をいやす必需品！！

ありがとう！心がほんわか温かい

顔をあげて歩くと風がおいしい

“そうだよね”その一言は、魔法の言葉

ときどきは 自分にもごほうびをあげよう

いつだって 大地と空にいだかれて

いいんだよ ゆっくりで

OK！ いいね！いいよ！一緒にやろうよ！

感謝し、感謝され感謝あふれるコミュニティー

母さんと 故郷（ふるさと）のうた 口ずさむ

この手のひらで あなたのこころ 包んでる

NO. ストローク

NO. ストローク NO. ストローク

ここにある 見えない支えを 感じてる

ここにいるよ！一人じゃないよ！大丈夫！

そのまんまのあなたが大好き

泣いて笑って素直が一番

ほほえみが今日をがんばる原動力

逢えないが いつもあなたを思っています

復興の 重機操る 玉の汗

ゆっくりと焦らず 慌てず 諦めず

あの時の絆が力なり

いいんだよ！それでいいんだよ！

笑顔って 力の源 すごいよね

おかげさま 心で手を合わせ声に出す

吹く風に 会津の魂（こころ） 呼び起こし

目を上げて！あなたはいつも ひとりじゃない

あなたのおかげ 今の私

あなたの笑顔が なによりうれしい

あたたかい あなたの心に救われて

大好きよ あなたをそっと抱きしめる

なんとかなる みんなでつなごう 心の手

あなたがいるから頑張れる。

あなたのやさしい言葉に癒されます ありがとう

あなたがそこに居るだけで、私が生きる力になる。

悲しくて、辛くて、苦しくて、みんな受け入れ、
それでも笑えば一筋の光となる

くじけない、諦めない
あなたの気持ちがあなたを救う

一人では弱いけどつながれば強くなる、
それが人間。

何気ないあなたの笑顔と言葉かけ
一期一会の愛と幸せ

ここにいる ただただ一緒にここにいる、
それ以上の安心感は ないのかもしれない。

「いつも世話になっているから」とガソリン
 １０リットル。あの赤い携行缶に込められた
  最大級の「ありがとう」

冷たくて かたくて 小さなおにぎり。一口
食べるごとに 涙があふれて…味はほとんど
覚えていない。ただ愛だけを 感じて食べた。

被災地の子どもたちが描く将来の夢　
一番多いのは「自衛隊になる」あのまっすぐな
瞳は私たちの生きざまを見ている

あきらめが笑顔に変わった時…悲しみが
笑顔に変わった時…人間の究極の笑顔に
なるのかも知れない。

暗闇で 感じたものは 手のぬくもりと心臓の音
ああ 私たちは 今確かに生きている…

「大丈夫。人間はどんな時代も生き抜いて
 きた。」 母の言葉に 人間の真の強さを
  感じた夜。

食料もない ガソリンもない 電気もない 
寒くて仕方ない そんな中で…あんなに家族が
一緒にいたのは初めてだった。

亡くなった人たちの分まで生きる それは…
私たちが 私たちらしい人生を全うして生きる
ことに他ならない。

全てのことに意味があるというのなら 
この震災にも意味がある。生かされた私達が
どう生きるか。それが「意味」につながっていく。

真っ暗闇の夜。何も見えなかったあの夜。パ
トカーや救急車・消防車の赤い光が帯となっ
てあらわれた時、ウルトラマンが助けに来てく
れたような…本当に そんな気がしたんだ。助
けに来てくれた…。あの気持ちは忘れない。

言葉じゃ何も伝えられない。伝えたくても 
言葉が見つからない。そんな時、私たちがで
きることは…ただそばにいて あたためること
だけ。ぬくもりの力は…想像以上にすごい。

心と身体 どちらも大事なあなた自身です。

たすけあい 思い一つにつながる緑

たまには時の流れに身をまかせましょう

小さな力もまとまれば 奔流に

ちょっと笑ってみる ちょっと心が動き出す

泣くときは一人でも笑い飛ばす友がいる

あなたと出会い、ふれ合えた奇跡に ありがとう。

生んでくれてありがとう 生まれてくれてありがとう
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